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令和２年度「セミのぬけがらモニタリング調査」実施報告書 

 

船橋市環境政策課 

 

概要 

 

１．目的 

平成 29 年 3月に策定した生物多様性ふなばし戦略における、重点的な取組の１つである「指標種を

用いたモニタリングの実施」を行い、その指標種の生息状況をモニタリングし生息環境の変化を知る

ことを目的としている。今年度については、従前より環境政策課事業にてセミのぬけがら調査を実施

している実績も考慮しつつ、家庭で簡単に調査を始められる「セミのぬけがら」を指標種とし、市民

参加を促すことで身近な自然への関心を深め、自然環境保全思想の醸成を図るために従来の各公園に

集まっての調査は中止し、各個人が調査を行い報告する形で実施した。 

 

２．開催内容 

■実施期間 令和２年 7 月 15 日（水）ホームページ公開 

令和２年 8月 1 日（土）広報ふなばし掲載 

令和２年 9月 30 日（水）調査報告受付終了 

■参 加 者 １８名（１３組）、報告件数３０件、総報告匹数３,50３匹 

 ■実施方法 ① 手引き、調査シートをホームページなどで入手し、手引きを参考に調査、見つけた

ぬけがらを分類する。 

② 手引きの中の調査シート（記録用）などに、セミの種類ごとに数を数えて記入す

る。 

③ 調査シート（報告用）に転記し、環境政策課あてに報告する（令和２年９月３０日

まで受付）。 

報告方法はメール、FAX、郵送、窓口持参。 

■対象種 

身近な昆虫として、セミはその鳴き声とともに夏の代表的な生き物である。種類により住む環境が異

なるため、生息環境を「樹林地」「市街地」などと判断する目印にもなるとされている。 

 市内での生息を報告されているセミの中には最近、もともと西日本に生息しているクマゼミの情報も

寄せられている。生息地域外であるはずのクマゼミが市内で確認された理由の１つとして、地球温暖化

の影響も考えられている。 

 このように、モニタリング調査を通して、身近な自然環境の変化を知ることができ、考えるきっかけ

とすることができるため、セミのぬけがらを指標種とした。 
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３．結果 

（１）調査日 

（７月４週目）７月２４日 

（８月１週目）８月２日、８月４日、８月８日 

（８月２週目）８月１０日、８月１１日、８月１３日、８月１４日、８月１５日、 

（８月３週目）８月１６日、８月１７日、８月２１日、８月２２日 

（８月４週目）８月２３日、８月２５日、８月２６日、８月２８日、８月２９日 

（８月５週目）８月３０日、８月３１日 

（２）報告件数：３０件、総報告匹数３,50３匹 

（３）調査地域：若松、行田、夏見台、金杉、芝山、薬円台、三山、田喜野井、習志野台、前原東、 

大穴北、坪井東（１２か所） 

（４）報告種 

アブラゼミ：市街地（比較的乾燥した土地）に生息   ミンミンゼミ：樹林地に生息 

          

 

ニイニイゼミ：樹林地に生息             ヒグラシ：樹林地に生息 

           

                          クマゼミ：市街地（比較的温暖・ 

ツクツクボウシ：樹林地に生息                 乾燥した土地）に生息 
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（５）集計結果（全体） 

【まとめ方】全調査結果を種類別、オス・メス別に分けて集計する。 

 

① 集計数 

 

② 集計割合 

 

 

 

【傾向】 

集計結果全体で見ると、アブラゼミが全体の７９％を占めており、市街地（比較的乾燥した土地）

で、多くぬけがらが発見されている。 

 

 

 

 

オス メス オス メス オス メス 性別不明 オス メス オス メス オス メス

7/24 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

8/2 96 45 36 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200

8/4 160 97 28 20 2 2 5 2 0 1 1 0 2 320

8/8 46 84 4 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 136

8/10 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

8/11 30 8 2 3 0 0 15 0 0 0 0 0 0 58

8/13 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

8/14 22 77 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 102

8/15 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

8/16 55 71 7 9 2 2 0 0 0 4 0 0 0 150

8/17 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

8/21 447 695 51 63 63 79 0 0 0 34 17 0 0 1,449

8/22 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

8/23 62 69 29 28 0 0 47 6 6 5 2 0 0 254

8/25 7 7 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 19

8/26 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

8/28 72 113 10 7 0 0 0 0 0 6 3 0 0 211

8/29 20 73 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 97

8/30 136 182 27 29 0 0 0 0 1 9 5 0 2 391

8/31 37 55 1 3 1 3 0 0 0 3 3 0 0 106

合計 1,191 1,584 203 189 68 86 67 8 7 64 32 0 4 3,503

計
アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ヒグラシ ツクツクボウシ クマゼミ
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（６）オス・メス別 

①推移 

【まとめ方】件数が多いアブラゼミで推移を見ていく。報告件数が多い 8/21 は、推移からは除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アブラゼミオス・メス割合推移 

 

 

 

  

  

 

②割合 

報告日別オス・メス                                   

【まとめ方】５件以上の報告があった日に限定し、種類別の割合を見ていく。        （％） 

 

【傾向】今回の報告結果では、調査期間当初

はオスの割合が高い。８月８日はメスの割合

が高いものの、８月２週目（8/14）以降の

オス・メスの割合が逆転していた。 
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（７）種類別 

①推移 

【まとめ方】報告件数の多いアブラゼミ・ミンミンゼミと、その他の種類で分けて推移を見る。 

【傾向】アブラゼミ、ミンミンゼミが調査期間中満遍なく見られたのに対し、ヒグラシ、ツクツクボ

ウシは８月後半に多く出てきている。 

②割合 

【まとめ方】５匹以上の報告があった日に限定し、種類別の割合を見ていく。 

 

【傾向】期間を通し、アブラゼミの割合が

高い。また前半はミンミンゼミの割合が高

く、中盤にニイニイゼミの割合が高くなっ

ている。８月１６日からツクツクボウシの

割合が増えてきている。 

 

 

 

（％）

種類＼調査日 8/2 8/4 8/8 8/11 8/14 8/16 8/21 8/23 8/25 8/28 8/30 8/31

アブラゼミ 70.5 55.0 95.6 64.9 97.1 84.0 78.6 62.6 73.7 87.7 79.6 86.8

ミンミンゼミ 29.5 30.4 3.7 8.8 2.9 10.7 5.2 15.2 21.1 8.1 15.8 3.8

ニイニイゼミ 0.0 8.5 0.0 26.3 0.0 2.7 12.6 15.6 0.0 0.0 0.0 3.8

ヒグラシ 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 0.0 0.2 0.0

ツクツクボウシ 0.0 1.1 0.7 0.0 0.0 2.7 3.6 3.6 5.3 4.3 4.0 5.7

クマゼミ 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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（８）地域別 

①集計数・割合（7/24～8/31） 

【まとめ方】市内を５つの行政区（南部：若松／西部：行田／中部：夏見台、金杉、芝山 

東部：薬円台、三山、田喜野井、習志野台、前原東／北部：大穴北、坪井東）に分けて傾向を見る 

  

南部 匹数 

アブラゼミ 93 

【傾向】アブラゼミのみの発見 

→市街地（比較的乾燥した土地） 

 

 

西部 匹数 

アブラゼミ 781 

ミンミンゼミ 123 

ニイニイゼミ 30 

ツクツクボウシ 37 

【傾向】アブラゼミの割合が８割以上 

→市街地（比較的乾燥した土地） 

 

中部 匹数 

アブラゼミ 657 

ミンミンゼミ 68 

ニイニイゼミ 9 

ツクツクボウシ 11 

【傾向】アブラゼミの割合が８割以上→市街地（比較的乾燥した土地） 

 

東部 匹数 

アブラゼミ 1104 

ミンミンゼミ 196 

ニイニイゼミ 172 

ヒグラシ 15 

ツクツクボウシ 39 

クマゼミ 4 

【傾向】ミンミンゼミ・ニイニイゼミの割

合が他地域より高い→樹林地 

 

北部 匹数 

アブラゼミ 141 

ミンミンゼミ 5 

ニイニイゼミ 10 

ツクツクボウシ 9 

【傾向】アブラゼミの割合が８割以上→市街地（比較的乾燥した土地） 

100％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アブラゼミ

南部（若松）

80％ 13％

3％ 4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部（行田）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ツクツクボウシ

88％ 9％

1％
2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中部（夏見台、金杉、芝山）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ツクツクボウシ

72％ 13％ 11％

1％
3％

0.26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部（前原東、薬円台、

三山、田喜野井、習志野台）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ

ヒグラシ ツクツクボウシ クマゼミ

85％

3％

6％ 6％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北部（大穴北、坪井東）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ツクツクボウシ
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②集計数・割合（8/21） 

【まとめ方】若松、行田、芝山、田喜野井の４地域で報告があった 8/21 で比較する 

 

若松（南部） 匹数 

アブラゼミ 93 

 

 

 

 

 

行田（西部） 匹数 

アブラゼミ 463 

ミンミンゼミ 75 

ニイニイゼミ 15 

ツクツクボウシ 21 

 

 

芝山（中部） 匹数 

アブラゼミ 475 

ミンミンゼミ 38 

ニイニイゼミ 1 

ツクツクボウシ 4 

 

 

田喜野井（東部） 匹数 

アブラゼミ 111 

ミンミンゼミ 1 

ニイニイゼミ 126 

ツクツクボウシ 26 

 

 

【傾向】若松ではアブラゼミのみの発見で市街地化している地域であると言える。行田、芝山は樹林

地に生息するミンミンゼミ、ニイニイゼミ、ツクツクホウシがみられるものの、割合はアブラゼミが

多く、比較的乾燥した市街地と言える。東部の田喜野井では他地域よりもニイニイゼミ、ツクツクボ

ウシの割合が高い。樹林地のセミの割合が多いことから、樹林がまだ多く残る地域と言える。 
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81％ 13％

2％ 4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行田（西部）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ツクツクボウシ

92％ 7％

0.19％ 1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

芝山（中部）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ツクツクボウシ

42％

0.37%

48％ 10％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田喜野井（東部）

アブラゼミ ミンミンゼミ ニイニイゼミ ツクツクボウシ
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③ 地域別推移 

【まとめ方】複数回報告があった行田、三山、前原東地域における時期の経過による推移 

（グラフ内数字は匹数） 

行田（8 月１１日、８月２１日、８月２８日、８月３０日） 

 

 

 

 

【傾向】日が経つにつれ、メスの割合が多くなってきている。また、８月１１日に見られなかったツクツク

ボウシが８月２１日、２８日、３０日は見られるようになっている。 

 

30 7 2 3 15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月１１日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス

ミンミンゼミ・メス ニイニイゼミ（性別不明）

168 295 30 45

7

8

15

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月２１日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス ミンミンゼミ・メス

ニイニイゼミ・オス ニイニイゼミ・メス ツクツクボウシ・オス ツクツクボウシ・メス

72 113 10 7 6 3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月２８日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス

ミンミンゼミ・メス ツクツクボウシ・オス ツクツクボウシ・メス

53 43 14 12 5 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月３０日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス

ミンミンゼミ・メス ツクツクボウシ・オス ツクツクボウシ・メス
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三山（８月２日、８月８日、８月１４日） 

 

 

 

【傾向】市街地（比較的乾燥した土地）に生息するアブラゼミが多い。アブラゼミに関して、地域全

体では８月中旬の１４日からオスよりメスの匹数が多くなっていたが、三山では８月８日時点、オス

よりメスの匹数が多かった。 

 

 

 

 

 

 

96 45 36 23

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月２日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス ミンミンゼミ・メス

46 84 4

1 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月８日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス ミンミンゼミ・メス ツクツクボウシ・オス

22 77 2 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月１４日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス ミンミンゼミ・メス
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前原東（８月４日、８月２９日） 

【傾向】市街地（比較的乾燥した土地）に生息するアブラゼミが９割以上を占めている他地域と同

様、８月前半と後半でアブラゼミのオス・メス割合が逆転している。 

 

４．感想・分析 

【調査参加者の感想】 

・家族で調査できて楽しかったです（例年の講座は夏休み期間の平日なので、主人は初めての調査参

加でした）。 

・身近な公園や緑地で、誰でもいつでも調査できるのはよいと思います。 

・夏休みセミのぬけがら調査に参加したことのない人には、分類が難しく、少々ハードルが高いので

はないかと思います。 

・ニイニイゼミの抜け殻は、田喜野井公園の台地の森で多くあったが、たまたま今年に限って多かっ

たのか、毎年のようにたくさん棲息していたのか、とても気になるため来年もモニタリング調査には

参加したいです。 

【夏休みセミのぬけがら調査講師による感想】 

・報告時に乾いた場所なのか、うっそうとした森なのか調査場所ごとの環境情報があった方が良い。 

・珍しい種類については、報告時に写真を添付してもらうと良い。 

【夏休みセミのぬけがら調査講師による結果の分析】 

・例年の、始めのうちはオスが多く次第にメスが多くなっていく傾向が、今回の結果からも分かる。 

・今年は梅雨の影響による７月の遅い夏、その後の８月の暑くて乾いた夏だったが、今年も行田公園

の記録は多い順にアブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、ニイニイゼミ、ヒグラシのパターン

を良く表している。 

・クマゼミも市内にいるのは確かと言えるのではないか。 

124 68 9 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月４日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス ミンミンゼミ・メス

20 73

1

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８月２９日

アブラゼミ・オス アブラゼミ・メス ミンミンゼミ・オス

ミンミンゼミ・メス ツクツクボウシ・メス
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５．作成物 

①調査の手引き（A4 冊子） 

子どもが自分でまとめやすいように、標本箱の作り方やセミシールの作り方を記載。

     

   



- 12 - 

 

 

   

   



- 13 - 

 

 

  



- 14 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

②チラシ（A4 カラー両面） 

インフォメーションセンター、公民館で配布。 

チラシの裏面には、調査シート（報告用）があるため、チラシを手に入れればそのまま市へ報告

できるようになっている。 

（表）                     （裏）   
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③ポスター 

市内５４小学校及び船橋特別支援学校に配布。 

左半分に（イ）チラシ表面の内容、右半分にはチラシ裏面の調査シート抜粋の内容を掲載。 

 

 

 

 

 

６．その他 

・広報結果 

この調査をどこで知りましたか？（複数回答可） 

１． 広報ふなばし 

２． 市ホームページ 

３． ポスター 

４． チラシ 

５． その他（環境政策課からの案内など） 

 

 

 

媒体 報告件数 

市ホームページ 3 

広報ふなばし 2 

チラシ 1 

その他 4 

未回答 3 

合計 13 件 
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・結果の報告方法 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．おわりに 

船橋市は市街地、住宅地、農耕地等、多様な地域性を持つ市であるが、今回のモニタリング調査を通

して市内におけるセミの地域性（５つの行政区のうち、南部、西部、北部はアブラゼミが多く比較的

乾燥した土地の市街地と言え、東部はミンミンゼミ・ニイニイゼミの割合が他地域より高く樹林地が

多い）も見えてきた。また、例年の夏休みセミのぬけがら調査でもみられる、時期によるオス・メス

数の割合変化（７月中～８月前半はオスの割合が高く、中旬以降にかけてメスの割合が多くなる）が

今回も各地域で見られた。例年の調査で行っていない東部地域のデータが今回収集できたことも成果

の一つと言える。また、もともと西日本に生息しているクマゼミが東部地域の田喜野井と習志野台で

各 2 匹ずつ見つけたという報告もある。 

報告方法としては、例年の夏休みセミのぬけがら調査と異なり、講師にその場で種類の確認ができ

ないため、ニイニイゼミなどについては性別の判断が難しいことも感じられた。 

今後については、珍しいクマゼミの発見があった場合や参加者では性別判断が難しい場合に、写真

を送付してもらうなどの工夫を検討していきたい。また、調査場所の樹林性や土の乾燥状態なども報

告してもらう仕組みづくりをすると、市内各所の土地の特徴とセミの種類との結び付けができると感

じた。 

今回のモニタリング調査を家族で行い、報告した組も複数あり、調査を通して夏休み期間における

家族の交流の様子も伺えた。今後も家族と、そして学校の友人や身近な人たちと船橋の自然について

話し合うきっかけとなる事業作りに努めていきたい。 

 モニタリング調査開始の今年度はこれまで調査実績のあるセミのぬけがらを指標種としたが、これ

を足掛かりに、来年度以降もモニタリング調査を継続し、市民と共にさらなる生きものの情報収集、

環境啓発に努めていきたい。 

  

 

 

報告方法 組数 

メール 5 

FAX 3 

郵送 2 

窓口持参 3 

合計 13 組 


